
日
本
学
士
院
賞
　
受
賞
者
　
　
首し

ゅ

　
藤と

う

　
伸の

ぶ

　
夫お

専
攻
学
科
目
　
　
土
木
工
学
（
津
波
工
学
）

生
　
年
　
月
　
　
昭
和
　
九
年
一
一
月

略
　
　
　
歴
　
　
昭
和
三
二
年
　
三
月
　
　
東
京
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業

同
　
三
二
年
　
四
月
　
　
建
設
省
建
設
技
官

同
　
四
一
年
　
四
月
　
　
中
央
大
学
理
工
学
部
助
教
授

同
　
四
三
年
　
六
月
　
　
工
学
博
士

同
　
四
六
年
　
四
月
　
　
中
央
大
学
理
工
学
部
教
授

同
　
四
六
年
　
八
月
　
　
タ
イ
・
国
際
機
関
ア
ジ
ア
工
科
大
学
院
准
教
授

同
　
四
八
年
　
二
月
　
　
タ
イ
・
国
際
機
関
ア
ジ
ア
工
科
大
学
院
教
授
（
昭
和
四
八
年
八
月
ま
で
）

同
　
五
二
年
　
五
月
　
　
東
北
大
学
工
学
部
教
授

平
成
　
二
年
　
八
月
　
　
東
北
大
学
工
学
部
災
害
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

同
　
一
〇
年
　
三
月
　
　
東
北
大
学
名
誉
教
授

同
　
一
〇
年
　
四
月
　
　
岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

同
　
一
七
年
　
四
月
　
　
日
本
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
（
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
）
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工
学
博
士
首
藤
伸
夫
氏
の
「
津
波
防
災
の
総
合

的
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　
津
波
は
海
底
地
震
、
海
底
火
山
の
噴
火
、
あ
る
い
は
沿
岸
部
で
の
大
規
模
地

す
べ
り
な
ど
に
よ
っ
て
起
る
が
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
海
底
地
震
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
近
年
大
規
模
な
津
波
が
内
外
で
頻
発
し
、
津
波
災
害
に
対
す
る
関

心
は
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
。

　
首
藤
伸
夫
氏
は
、
一
九
六
〇
年
チ
リ
地
震
津
波
以
降
、
津
波
の
調
査
・
研
究

を
重
ね
、
自
ら
提
唱
し
た
「
津
波
工
学
」
の
確
立
に
努
め
て
き
た
。
そ
の
成
果

は
国
内
外
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
る
と
共
に
、
各
地
の
津
波
対
策
の
策
定
に

重
要
な
寄
与
を
し
て
い
る
。

　
首
藤
氏
の
研
究
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、
人
間
活

動
の
盛
ん
な
陸
上
を
含
め
た
沿
岸
域
に
お
け
る
津
波
の
挙
動
を
、
実
用
に
値
す

る
精
度
で
求
め
る
手
法
を
完
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
津
波
に
よ
る
被

害
の
実
態
を
定
量
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
二
〇
一
一
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
か
ら
の
復
興
に
際
し
て
は
、
こ

の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
宅
地
の
位
置
や
家
屋
構
造
の
選
定
等
が
行
わ
れ
て
い

る
。

1
．
津
波
数
値
計
算
手
法
の
確
立

１－

１
．
津
波
諸
形
態
の
確
認

　
津
波
は
水
深
に
比
べ
て
波
長
の
長
い
長
波
と
呼
ば
れ
る
水
の
波
で
あ
る
。
そ

の
波
高
は
深
海
で
は
、
高
々
一
〇
ｍ
程
度
で
水
深
や
波
長
に
比
し
て
微
小
で
あ

り
、
線
形
理
論
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
浅
海
や
陸
上
で
は
水
深
よ
り
も
波
高

が
大
き
く
な
り
、
有
限
振
幅
波
理
論
に
切
り
替
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
条
件

に
よ
っ
て
は
先
端
部
に
周
期
一
〇
秒
程
度
の
波
列
（
波
状
段
波
）
が
発
生
す
る

の
で
、
有
限
振
幅
分
散
波
理
論
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
適
用
理
論
の
切
り
替
え
が
必
要
か
否
か
を
、
一
九
八
三
年
日
本

海
中
部
地
震
津
波
の
調
査
か
ら
確
認
し
た
。
特
に
、
河
川
で
よ
く
見
ら
れ
た
波

状
段
波
が
沿
岸
海
域
で
も
発
生
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

１－

２
．
数
値
計
算
誤
差
の
管
理

　
数
値
計
算
で
は
、
時
間
・
空
間
を
細
か
く
区
切
っ
て
方
程
式
を
解
く
が
、
こ

の
区
切
り
の
寸
法
に
よ
っ
て
解
の
精
度
が
変
わ
る
。
細
か
く
区
切
る
ほ
ど
滑
ら

か
な
解
に
な
る
が
、
答
え
を
有
限
に
す
る
こ
と
に
よ
る
打
ち
切
り
誤
差
が
集
積

す
る
。
区
切
り
が
粗
け
れ
ば
、
波
形
は
平
滑
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
た
め
に
、
理
論
解
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
陸
上
に
遡
上

す
る
津
波
は
非
線
形
性
が
強
い
の
で
、
理
論
解
で
す
ら
複
雑
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

方
程
式
系
を
見
直
し
、
単
純
な
理
論
解
を
導
き
、
こ
れ
と
の
比
較
に
よ
っ
て
数

二
七



値
解
の
精
度
を
決
め
る
条
件
を
見
出
し
た
。
さ
ら
に
一
定
水
深
の
場
を
進
む
津

波
の
波
形
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
空
間
格
子
の
寸
法
を
求
め
た
。
こ
れ
ら

は
「
一
波
長
間
に
少
な
く
と
も
二
〇
個
以
上
、
出
来
う
れ
ば
三
〇
個
以
上
の
空

間
格
子
を
含
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
表
現
さ
れ
る
。
最
も
重
要
な
陸
上
の

津
波
の
計
算
で
は
、
計
算
の
不
安
定
が
起
こ
り
易
く
、
こ
れ
を
制
御
す
る
た
め

の
条
件
を
確
定
し
た
。

　
上
述
の
諸
条
件
は
、
我
が
国
を
含
め
世
界
各
地
で
実
行
さ
れ
て
い
る
数
値
計

算
の
制
御
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

１－

３
．
国
際
的
貢
献

　
一
九
九
〇
年
代
は
、
日
本
と
モ
ロ
ッ
コ
が
共
同
提
案
し
、
国
連
総
会
に
お
い

て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
国
際
防
災
の
一
〇
年
で
あ
り
、
国
際
測
地
学
地
球

物
理
学
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｇ
Ｇ
）
と
ユ
ネ
ス
コ
政
府
間
海
洋
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の

共
同
事
業
と
し
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
（T
sunam

i Inundation M
odeling E

xchange

）

計
画
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
首
藤
氏
を
中
心
に
開
発
し
た
数
値
計
算
の
手
法

は
ユ
ネ
ス
コ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
標
準
手
法
と
な
り
、
米
国
、
韓
国
、
ト
ル
コ
、
メ
キ
シ

コ
を
皮
切
り
に
、
現
在
ま
で
に
二
四
カ
国
五
二
機
関
に
無
償
で
技
術
移
転
さ
れ

た
。
こ
の
際
の
条
件
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
非
営
利
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
成
果
発
表
時
に
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
計
画
の
成
果
で
あ
る
と
付
記
す
る
こ
と
、
第

三
に
計
算
時
に
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
東
北
大
学
に
相
談
す
る
こ
と
、
で
あ

る
。
第
三
の
条
件
は
、
東
北
大
学
で
積
み
上
げ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、
結
果

の
精
度
を
保
証
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
三
〇
余
年
の
活
動
に
対
し
て
、
一
九
九
六
年
九
月
米
国
土
木
学
会

のInternational C
oastal E

ngineering A
w
ard

を
、
ま
た
二
〇
一
二
年
七
月

に
は
日
本
水
大
賞
国
際
貢
献
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

２
．
定
量
的
津
波
強
度
の
提
案

　
津
波
の
大
き
さ
を
表
す
の
に
、
津
波
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
使
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
津
波
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
津
波
強
度
は
津

波
襲
来
地
点
ご
と
の
津
波
の
大
き
さ
に
対
応
す
る
。
従
来
か
ら
津
波
強
度
の
考

え
方
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
岸
の
船
が
流
さ
れ
た
か
ら
津
波
強
度
い
く
ら
」

と
云
っ
た
定
性
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
首
藤
氏
は
、
構
造
形
式
ご
と
の
家
屋
被
害
、
船
舶
被
害
、
防
潮
林
の
効
果
と

被
害
、
養
殖
筏
の
被
害
な
ど
に
加
え
て
、
沿
岸
で
の
津
波
の
形
態
、
そ
れ
に
よ
っ

て
生
じ
る
異
常
音
響
の
発
生
な
ど
を
、
場
所
ご
と
の
地
盤
上
の
津
波
高
と
関
連

付
け
た
。

　
例
え
ば
、
木
造
家
屋
の
全
面
破
壊
は
津
波
強
度
１
（
津
波
高
二
ｍ
）
か
ら
発

生
す
る
。
現
在
、
二
〇
一
一
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
災
害
か
ら
の
復

興
に
際
し
て
、
宅
地
造
成
地
で
木
造
住
宅
の
建
築
を
許
可
す
る
場
所
は
予
想
津

波
浸
水
深
が
二
ｍ
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
津
波

二
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強
度
か
ら
の
判
断
で
あ
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
沿
岸
域
及
び
陸
上
の
津
波
の
挙
動
の
解
明
に
大
き

な
寄
与
を
行
っ
た
。
更
に
、
定
量
的
な
津
波
強
度
の
提
案
に
よ
っ
て
、
津
波
防

災
・
減
災
対
策
の
指
針
を
示
し
た
。
こ
の
指
針
に
基
づ
い
て
国
内
外
の
多
く
の

地
点
で
の
対
策
計
画
の
策
定
に
指
導
的
役
割
を
果
し
、
そ
の
業
績
は
国
内
外
で

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
首
藤
伸
夫
氏
の
研
究
成
果
は
日
本
学
士
院
賞

に
相
応
し
い
。
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